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１．研究計画の概要 

集落営農での生産性向上のためには収
量・品質の支配要因の変動に応じた栽培管理
(Precision Crop Management; PCM)が必要で、
PCM のための管理戦略の開発が進められてい
る。本研究では、品質・収量の向上と安定化
が重要とされるコムギおよびダイズを対象
に、集落営農における品質の圃場間・圃場内
変動を是正する PCMのための管理戦略の設計
と実証を行う。品質としてはタンパク含量
（コムギ、ダイズ）および灰分（コムギ）を
取り上げる。まず、集落営農において、コム
ギとダイズの品質の圃場間・圃場内変動を一
次的に支配する生育特性や土壌特性を解明
する。そして、この各特性が両作物の生長過
程と収量を通して品質を規定する機構を解
明し、PCM のための管理戦略を設計する。次
に、管理戦略の実効性を、研究分担者が開発
した GPSを搭載した可変量同時播種施肥機な
どを用いて検証する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)対象とした集落営農の圃場群における前
作作物の残効、土壌理化学性（T-N，T-C，透
水性および粒径組成など）などを 10×30mメ
ッシュで実測し、これらの空間変動をマップ
化し、コムギおよびダイズなどの畑作物の生
育・収量に強く影響する土壌形質を明らかに
した。そして、これらの畑作物を適切に管理
するための土壌形質から見て合理的な管理
区画を設定した。 
(2)コムギの耕起同時播種施肥時の土壌水分、
播種後の土塊径、播種深度と出芽深度を実測
し、苗立ち数、苗立ち時の地上部重・窒素保
有量、小穂分化期と出穂期の地上部重と窒素

保有量、収量・品質などをリモートセンシン
グと圃場調査等により測定した。 
(3)(2)の結果をもとに、パス解析により、前
作作物の残効および播種時の土壌特性の影
響を受ける苗立ち数（初期生育量）と出芽深
度がその後の生育過程（生殖生長始期におけ
る地上部生育量）と収量を介して、コムギの
品質を規定する機構を解明した。 
(4)ダイズの苗立ち数と苗立ち時の地上部
重・窒素保有量、開花始期と着莢期の地上部
重と窒素保有量、収量・品質などをリモート
センシングと圃場調査等により品種別に測
定した。 
(5)(4)の結果から、窒素保有量でみたダイズ
の生育相と収量・品質との関係が解明される
とともに、収量・品質をリモートセンシング
で予測できるダイズ形質が明らかとなった。 
(6)PCMの実行に不可欠な、コムギおよびダイ
ズの可変量同時施肥播種を実施した。これら
の可変量施肥播種では、事前に作成したマッ
プに応じて播種深度、播種量および施肥量を
GPS 位置速度情報に基づいて適正に制御でき
た。 
(7)(2)、(4)の結果から、PCM管理戦略の実効性
を評価することができた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

研究計画に基づいて、コムギとダイズの品
質の圃場間・圃場内変動を一次的に支配する
生育特性や土壌特性を解明することができ、
この各特性が両作物の生長過程と収量を通
して品質を規定する機構を解明し、PCM のた
めの管理戦略を設計することができた。次に、
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管理戦略の実効性を、研究分担者が開発した
GPS を搭載した可変量同時播種施肥機と携帯
型生育量測定装置などを用いて検証するこ
とができた。さらに、可変量播種機を用いた
コムギ栽培が周辺農家へ普及し、それらの農
家ではコムギの収量と品質（タンパク）の向
上が確認されている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)平成 22年度も引き続き，ダイズの可変量
同時施肥播種作業を実施する。 
(2) 前年度に可変量同時施肥播種を実施し
たコムギとともに、ダイズの生育・収量・品
質の圃場間変動をリモートセンシングや圃
場調査によって把握・解析し、コムギおよび
ダイズの PCM 管理戦略の実効性を検証する。 
(3)得られた成果は、学会誌に投稿するとと
もに、研究室の HPで公開する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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